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【産業別 GDP 成長率】 

産  業 内     容 GDP 

構成比*1 

農業 ゴムとパームオイルの生産が前年同期比▲21.7％、▲3.0％それぞれ低下したも

のの、漁業や畜産などの分野が伸びたことから、農業全体では第 1 四半期のマイ

ナス成長から+0.3％へと好転した。 

7.7％ 

鉱業・採石業 原油、天然ガス、コンデンセートの生産は前年同期比▲2.3％、▲2.1％、▲6.7％

それぞれ低下したことから、鉱業全体では前年同期比で▲2.6％となった。 

8.0％ 

製造業 エレクトロニクス分野(E&E)は前年同期比▲27.3％、木材製品製造分野が▲

18.7％など減少したことから、製造業全体では前年同期比で▲14.5％となり、第 1

四半期の▲17.9％から減少幅が縮小した。 

26.6％ 

建設業 政府の景気対策で建設が増加したことから、前年同期比で+2.8％と堅調に推移

した。 

3.3％ 

サービス業 運輸・倉庫分野は前年同期比▲6.4％、公益事業分野が▲1.1％低下した一方、

その他すべての分野がプラス成長を記録したことから、サービス業全体では

+1.6％とプラス成長に回復した。 

57.4％ 

*1 その他の項目として間接的に計測される金融仲介サービス(FISIM) ▲4.3％、輸入関税 1.3％を含め 100％となる 

【産業別実質 GDP 成長率の推移（四半期ベース/四半期＝Q と表示、前年同期比）】        （単位：％） 

2007 年 2008 年 2008 年 2009 年 年  

業 種 通年 通年 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 

全産業 6.2 4.6 7.4 6.6 4.8 0.1 ▲6.2 ▲3.9 

農業  1.4 4.0 6.5 6.3 3.3 0.5 ▲4.3 0.3 

鉱業・採石業 2.0 ▲0.8 3.6 ▲0.5 ▲0.3 ▲5.7 ▲5.2 ▲2.6 

製造業 3.1 1.3 7.0 5.6 1.8 ▲8.8 ▲17.9* ▲14.5 

建設業 4.7 2.1 5.3 3.9 1.2 ▲1.6 1.1* 2.8 

ｻｰﾋﾞｽ業 9.6 7.2 8.4 7.9 7.1 5.7 ▲0.2* 1.6 

*前回発表の値を今回発表時にて修正 

以上 

 8 月 26 日、マレーシア中央銀行バンク・ネガラ(BNM)は同国の 09 年第 2 四半期（4～6 月期）の経済成長

率（GDP 成長率）を前年同期比で▲3.9％と発表した。２四半期連続のマイナス成長となったものの、第 1

四半期（１～3 月期）実績の▲6.2％に比べ下落幅が縮小した。 

 バンク・ネガラのゼティ総裁は記者会見で、マレーシア経済は第 3 四半期（7～9 月期）に緩やかな回復が

続き、第 4 四半期（10～12 月期）にはプラス成長に復帰すると予想した。 


